
- 1 - 

内
丸

う

ち

ま

る 
江
戸
時
代
、
盛
岡
城
の
内
堀
と
中
堀
の
間
に
囲
ま
れ
た
区
域
を
内
丸

と
称
し
た
こ
と
に
由
来
。
藩
主
の
一
家
・
一
門
な
ど
高
知

た

か

ち

と
い
う
重
臣

の
武
家
屋
敷
が
置
か
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
寛
永
一
三
（
一
六
三
六
）

年
、
三
代
藩
主
南
部
重
直
は
御
新
丸
と
い
う
別
郭
を
造
っ
て
い
る
。
中

堀
は
堀
と
土
塁
が
廻
ら
さ
れ
、
外
の
町
と
区
切
ら
れ
て
い
た
。
東
に
中

ノ
橋
御
門
、
北
に
大
手
先

お
お
て
さ
き

御
門
、
西
に
日
影
御
門
が
あ
り
、
番
所
の
検

問
を
受
け
な
け
れ
ば
入
れ
な
か
っ
た
。
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に
門

が
撤
去
、
堀
も
埋
め
ら
れ
て
出
入
が
自
由
と
な
っ
た
。
武
家
屋
敷
も
払

い
下
げ
ら
れ
て
取
り
壊
さ
れ
た
。 

 

明
治
維
新
後
は
、
盛
岡
県
の
県
庁
（
明
治
五
年
以
後
は
岩
手
県
庁
）

が
置
か
れ
、
官
庁
街
と
し
て
発
展
す
る
。
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年

に
は
岩
手
中
学
校
が
設
立
さ
れ
、
同
三
二
（
一
八
九
九
）
年
に
岩
手
県

盛
岡
中
学
校
（
現
県
立
盛
岡
第
一
高
校
の
前
身
）
と
改
称
し
、
石
川
啄

木
や
宮
沢
賢
治
な
ど
を
輩
出
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
盛
岡
市

制
が
施
行
さ
れ
、
盛
岡
市
役
所
が
置
か
れ
た
。 

 

な
お
、
国
指
定
天
然
記
念
物
・
石
割
桜
の
あ
る
盛
岡
地
方
裁
判
所
の

場
所
は
、
江
戸
時
代
に
北
家
の
武
家
屋
敷
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

                        

盛岡城跡公園

中央通
盛岡地方裁判所

盛岡中央郵便局

本町通

県庁

市役所

中の橋

上の橋

県民会館

与の字橋

大通

岩手女子高

下の橋

1

中津川

県公会堂

（平成 21(2009)年） 「県公会堂」付近 

（昭和 54(1979)年） 

、 
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日
影

ひ

か

げ

門
外

も

ん

そ

と

小
路

こ

う

じ 
内
丸
の
西
門
に
あ
た
る
日
影
御
門
は
、
現
在
の
北
日
本
銀
行
本
店
の

前
付
近
に
あ
っ
た
。
こ
の
日
影
御
門
の
外
、
四
ツ
家
町
に
至
る
一
画
を

日
影
門
外
小
路
と
称
し
、
中
下
級
の
武
士
が
住
ん
で
い
た
。
盛
岡
城
下

の
草
創
期
に
は
、
三
戸
か
ら
移
っ
て
来
た
人
々
が
住
み
三
戸
町
と
呼
ば

れ
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
。 

日
影
門
外
小
路
の
入
口
右
角
に
は
、
御
稽
古
場
（
藩
校
）
が
あ
り
、

明
義
堂

め
い
ぎ
ど
う

を
経
て
、
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
に
作
人
館

さ
く
じ
ん
か
ん

と
改
称
さ
れ
、

文
・
武
・
医
を
教
授
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
多
く
の
人
材
を
生
む

温
床
と
な
っ
た
。
作
人
館
跡
は
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
の
学
制
公
布

に
よ
り
仁
王
小
学
校
と
な
り
、
同
九
（
一
八
七
六
）
年
の
明
治
天
皇
巡

幸
の
と
き
行
幸
が
あ
っ
た
。
現
在
そ
の
一
部
が
明
治
天
皇
の
聖
跡
記
念

公
園
（
日
影
門
緑
地
）
と
な
っ
て
い
る
。 

日
影
御
門
を
出
て
西
に
向
う
と
仁
王
惣
門
が
あ
り
、
こ
の
辺
り
で
赤

川
堰
を
堀
と
す
る
土
塁
が
廻
ら
さ
れ
た
外
堀
の
西
門
に
当
た
っ
て
い

た
。 外

堀
の
土
手
の
上
に
は
、
鐘
楼
が
立
ち
、
「
三
戸
町
の
時
鐘
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
。
現
在
は
桜
山
神
社
前
の
鶴
ケ
池
の
側
に
移
転
し
、
市
の

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 「日影門緑地」 

中央通

盛岡地方裁判所

盛岡中央郵便局

本町通

県庁

市役所

上の橋

県民会館

与の字橋大通

日影門緑地2

中津川

国道455号
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仁
王

に

お

う

小
路

こ

う

じ 
こ
こ
に
は
平
安
時
代
の
仏
像
群
を
残
す
古
寺
が
あ
っ
た
が
、
江
戸
の

寛
文
期
（
一
六
六
〇
年
代
）
に
廃
さ
れ
、
仏
像
は
明
治
に
東
楽
寺

と
う
ら
く
じ

（
現

盛
岡
市
玉
山
区
城
内
）
に
移
し
、
侍
町
と
な
っ
た
。
仁
王
の
地
名
は
、

そ
の
古
寺
に
仁
王
堂
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。 

侍
諸
士
の
二
、
三
男
の
独
立
で
人
数
が
増
え
、
仁
王
小
路
周
辺
に
仁

王
新
小
路
、
帷
子

か
た
び
ら

小
路
、
新
山

し
ん
ざ
ん

小
路
が
新
た
に
造
ら
れ
た
。 

こ
れ
ら
侍
町
に
は
、
江
戸
前
期
頃
ま
で
三
十
か
所
ほ
ど
の
辻
番
所
が

置
か
れ
、
と
り
わ
け
他
国
者
は
原
則
と
し
て
通
行
が
許
さ
れ
な
か
っ

た
。
ま
た
、
三
戸
町
と
仁
王
小
路
の
間
に
は
仕
切
門
が
あ
っ
て
、
町
人

は
許
可
な
く
通
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

盛
岡
城
の
直
下
を
流
れ
て
い
た
北
上
川
は
、
延
宝
元
（
一
六
七
三
）

年
か
ら
切
り
替
え
工
事
が
行
わ
れ
、
新
土
手
（
新
築
地

し
ん
ち
く
ち

）
が
築
か
れ
て
、

旧
河
床
は
古
川
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
工
事
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
大
沢
川

原
に
新
た
に
大
沢
川
原
表
小
路
・
裏
小
路
の
侍
町
が
造
ら
れ
る
と
、
仁

王
小
路
な
ど
と
の
連
絡
路
と
し
て
、
古
川
を
渡
る
二
本
の
縄
手

な

わ

て

道 み
ち

が
設

け
ら
れ
た
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 中央通二丁目６番地付近 

中央通

盛岡中央郵便局

3

桜城小

盛岡税務署

旭橋

中央児童公園

啄木新婚の家

本町通

北上川

仁王小

、
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紺
屋

こ

ん

や

町
ち
ょ
う

・
鍛
冶

か

じ

町
ち
ょ
う

・
紙

か

み

町
ち
ょ
う 

こ
の
三
つ
の
町
は
、
江
戸
時
代
、
盛
岡
城
下
を
通
る
奥
州
街
道
に
沿

っ
て
発
展
し
た
町
人
町
で
あ
っ
た
。 

紺
屋
町
は
、
中
津
川
を
利
用
し
た
紺
屋
（
染
物
屋
）
が
集
ま
っ
て
い

た
こ
と
に
由
来
。
南
部

紫
む
ら
さ
き

や
南
部

茜
あ
か
ね

に
よ
っ
て
染
め
ら
れ
た
布
地

は
、
盛
岡
藩
の
特
産
物
で
あ
っ
た
。 

鍛
冶
町
は
、
鍛
冶
職
の
棟
梁
職
人
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
。

刀
鍛
冶
や
鉄
砲
鍛
冶
の
ほ
か
に
農
具
を
作
る
野
鍛
冶
も
住
ん
で
い
た
。

当
町
の
裏
通
り
を
鍛
冶
町
裏
と
も
い
っ
た
。 

鍛
冶
町
に
は
、
江
戸
日
本
橋
を
起
点
に
し
た
奥
州
街
道
の
第
一
三
九

番
目
の
一
里
塚
が
置
か
れ
、
駅
所

え
き
し
ょ

と
し
て
賑
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
中
に
あ
っ
た
た
め
塚
は
築
か
れ
な
か
っ
た
。 

紙
町
は
、
上
の
橋
の
両
詰
に
上
方
の
紙
商
人
を
住
ま
わ
せ
た
こ
と
に

由
来
。
盛
岡
で
初
め
て
紙
が
漉
か
れ
た
の
は
、
寛
文
九
（
一
六
六
九
）

年
。
筆
墨
も
商
っ
た
た
め
、
紙
町
の
東
詰
に
天
満
宮
が
祀
ら
れ
て
い
た
。 

                      

県庁

市役所

中の橋

盛岡バスセンター
プラザおでって

城南小

盛岡二高

上の橋

県民会館

富士見橋

与の字橋 紺屋町番屋

4

中津川

（平成 21(2009)年） 「紺屋町番屋」付近 

（昭和 54(1979)年） 
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本
町

ほ

ん

ち

ょ

う

か
い
わ
い 

古
く
は
京
都
出
身
の
商
人
や
京
風
構
え
の
町
家
が
多
か
っ
た
と
も

い
わ
れ
、
京
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
に
本

丁
と
な
り
、
明
治
以
後
、
本
町
と
な
っ
た
。
盛
岡
城
の
大
手
先

お
お
て
さ
き

御
門
に

近
い
最
重
要
地
に
置
か
れ
た
城
下
の
本 も

と

と
な
る
町
の
意
味
が
由
来
。 

本
町
か
い
わ
い
は
、
内
丸
や
城
中
の
御
用
を
扱
う
商
人
や
職
人
が
多

か
っ
た
。
ま
た
奥
州
街
道
が
通
り
、
沿
岸
方
面
へ
通
じ
る
野
田
街
道
の

起
点
に
も
な
っ
て
い
た
た
め
、
大
商
家
も
多
か
っ
た
。 

八
日
町
は
、
本
町
の
西
に
続
く
商
人
町
で
、
毎
月
八
日
に
市
が
開
か

れ
た
こ
と
が
由
来
。 

本
町
の
東
側
に
は
大
工
町
が
あ
り
、
大
工
・
左
官
・
石
工
・
庭
師
な

ど
の
職
人
町
で
あ
っ
た
。
上
大
工
町
と
下
大
工
町
の
二
町
に
分
か
れ
て

い
た
。
城
下
最
初
の
質
屋
も
あ
っ
た
。 

油
町
は
、
油
商
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
。
野
田
街
道
の
城
下

入
口
に
当
た
り
、
塩
や
海
産
物
を
扱
う
商
人
や
牛
馬
宿
も
多
か
っ
た
。 

花
屋
町
は
初
め
寺
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
明
治
以
降
、
花
屋
町
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
北
山
の
寺
院
群
に
通
じ
る
道
筋
で
、
法
要
や
墓

参
に
供
え
る
花
を
売
る
店
が
あ
っ
た
こ
と
が
由
来
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年 ） 「上の橋」付近 

仁王小

上の橋

盛岡地方裁判所

県庁

盛岡中央郵便局

本町通

県民会館

富士見橋

中津川

下小路中

5

国道455号
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上
小
路

う

わ

こ

う

じ 
高
崩

た
か
く
ず
れ

の
段
丘
に
造
ら
れ
た
侍
町
の
小
路
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
。

江
戸
中
期
ま
で
中
野
村
（
東
中
野
村
）
の
枝
村
で
あ
っ
た
が
、
後
に
足

軽
町
と
し
て
盛
岡
城
下
の
武
家
屋
敷
地
と
な
っ
た
。 

当
地
は
宮
古
へ
向
か
う
閉
伊
街
道
の
城
下
口
に
当
た
り
、
足
軽
町
の

上
小
路
組
町
（
十
人
組
町
）
と
、
町
家
を
形
成
し
た
上
小
路
町
に
分
か

れ
て
い
た
。
同
町
東
は
ず
れ
に
は
、
簗
川
春
木
場
と
呼
ば
れ
る
貯
木
場

が
あ
っ
た
。 

上
小
路
東
方
の
新
山
館

し
ん
ざ
ん
だ
て

に
は
、
幕
末
の
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
に

洋
学
校
「
日
新
堂
」
が
建
て
ら
れ
た
。
近
代
製
鉄
業
の
先
駆
者
大
島
高
任

た
か
と
う

と
西
洋
医
学
者
八
角

や

す

み

高
遠

た
か
と
う

が
指
導
者
と
な
っ
て
、
採
鉱
・
製
錬
・
砲
術
・

医
学
な
ど
の
教
育
・
研
究
・
開
発
の
事
業
を
行
い
、
盛
岡
藩
に
お
け
る

洋
学
発
祥
の
地
と
な
っ
た
。
南
大
橋
近
く
の
岩
手
自
動
車
学
校
入
り
口

に
、
昭
和
四
五
（
一
九
七
〇
）
年
に
岩
手
県
医
師
会
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
た
記
念
碑
が
あ
る
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 茶畑二丁目 15番地付近 

大慈寺小

盛岡八幡宮

河南中

国道106号

らかん児童公園

国道４号

中野小

6
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三
戸
町

さ

ん

の

へ

ち

ょ

う 
近
世
初
頭
の
慶
長
期
（
一
六
〇
〇
年
前
後
）
に
南
部
氏
が
城
下
を
三

戸
か
ら
盛
岡
へ
移
す
に
あ
た
り
、
盛
岡
城
造
営
や
城
下
町
建
設
の
工
事

に
従
事
し
た
の
は
三
戸
か
ら
来
た
武
士
や
町
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
戸

出
身
の
人
々
が
集
住
し
た
こ
と
が
、
町
名
の
由
来
。 

そ
の
範
囲
は
、
当
初
、
内
丸
の
日
影
御
門
の
外
に
位
置
す
る
広
い
地

域
を
指
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
盛
岡
城
下
が
整
備
さ
れ
る
に
伴
い
、
侍

町
と
町
人
町
が
区
分
さ
れ
る
と
、
赤
川
を
堀
と
す
る
外
堀
の
外
側
の
町

人
町
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
田
町

た

ま

ち

と
呼
ば
れ
た
時
も
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
三
戸
町
は
盛
岡
城
下
最
初
の
町
人
町
で
、
城
下
最
初
の

市
日
が
立
て
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
町
で
あ
っ
た
。
市
は
、
月
に
六
度
の

六 ろ
く

斎 さ
い

市 い
ち

、
年
一
度
の
歳
市
の
馬
市
も
、
当
初
こ
の
町
で
開
か
れ
て
い
た
。

ま
た
、
城
下
の
雫
石
街
道
・
鹿
角
街
道
の
往
還
路
に
あ
た
り
、
材
木
町

と
と
も
に
商
業
地
と
し
て
繁
昌
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。 

こ
の
町
に
隣
接
す
る
外
堀
の
土
手
の
上
に
鐘
楼
が
立
て
ら
れ
、
「
三

戸
町
の
時
鐘
」
と
呼
ば
れ
た
。
鐘
は
、
現
在
、
内
丸
の
鶴
ケ
池
の
側
へ

移
さ
れ
、
市
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009) 年） 「岩手医大アパート」付近 

盛岡中央郵便局

旭橋

中央児童公園

中央通

北上川

盛岡税務署

仁王小

本町通

桜城小

7

岩手医大アパート

啄木新婚の家、
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上
田
三

う

え

だ

さ

ん

小
路

こ

う

じ 
上
田
三
小
路
は
、
江
戸
時
代
、
中
下
級
の
武
家
屋
敷
が
集
ま
っ
て
い

た
上
田
小
路
、
与
力
小
路
、
上
田
新
小
路
の
三
つ
の
町
を
総
称
し
た
も

の
。 上

田
小
路
は
、
梨
木
町
か
ら
上
田
へ
の
登
り
口
に
尼
寺
高
源
寺

こ
う
げ
ん
じ

が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
は
上
田
門
前
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
高
源
寺
に

は
、
近
世
初
頭
に
藩
重
臣
の
北
秀 ひ

で

愛 ち
か

亡
き
後
の
奥
方
が
尼
と
な
っ
て
入

山
、
高
源
寺
殿
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
寺
の
前
の
坂
を
高
源
寺
坂

と
か
、
訛
っ
て
「
こ
う
ら
ひ
」
坂
と
も
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。 

与
力
小
路
は
、
元
和
元
（
一
六
一
五
）
年
の
屋
敷
割
で
足
軽
町
に
な

り
、
上
田
新
小
路
は
、
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
に
、
城
下
の
諸
士
屋

敷
が
不
足
し
て
い
た
時
に
で
き
た
侍
町
で
あ
る
。
こ
の
地
は
、
明
治
三

五
（
一
九
〇
二
）
年
、
盛
岡
高
等
農
林
学
校
（
現
岩
手
大
学
農
学
部
）

が
創
立
さ
れ
た
際
、
学
校
構
内
に
編
入
さ
れ
た
。
こ
こ
で
宮
沢
賢
治
も

勉
学
に
励
み
、
植
物
園
の
樹
木
は
、
武
家
屋
敷
の
庭
園
の
た
た
ず
ま
い

を
伝
え
、
石
川
啄
木
の
妻
節
子
生
誕
の
地
も
構
内
に
あ
る
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 「岩大農学部通用門」付近 

県立中央病院

岩手高

岩大農学部

盛岡一高

JR山田線

河北小

8岩大農学部通用門

、 
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上
田
組

う

え

だ

く

み

町
ち
ょ
う 

足
軽
同
心
組
の
武
家
屋
敷
地
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
。
上
田
同
心
町

と
も
呼
び
、
上
田
町
と
も
称
し
た
。 

 

盛
岡
藩
で
は
城
下
の
北
の
関
門
と
し
て
、
奥
州
街
道
口
に
土
手
を
廻

ら
し
柵
を
設
け
た
枡
形

ま
す
が
た

を
造
り
、
上
田
惣
門
と
し
た
。
こ
の
枡
形
に
至

る
道
の
両
側
に
足
軽
組
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
各
組
三
十
人
ず
つ
の
足

軽
組
が
五
つ
あ
っ
た
。
茅
葺
き
屋
根
の
屋
敷
が
並
び
、
家
屋
は
ほ
と
ん

ど
同
じ
形
の
小
郎
党
家

こ

ろ

ど

や

で
、
屋
敷
の
境
は
ひ
ば
垣
で
あ
っ
た
。
こ
の
足

軽
が
内
職
と
し
て
作
っ
た
草
履
表
は
、
江
戸
で
南
部
表

な
ん
ぶ
お
も
て

と
称
さ
れ
、
藩

の
特
産
物
で
あ
っ
た
。
各
戸
に
グ
ミ
の
木
が
植
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

上
田
ぐ
み
町
と
俗
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

 

枡
形
の
外
側
に
は
数
軒
の
茶
屋
が
あ
り
、
「
上
田
茶
屋
」
と
呼
ば
れ

た
。 

 

上
田
堤
は
、
盛
岡
城
下
の
建
設
に
際
し
河
北
地
域
の
治
水
上
最
も
重

要
な
施
設
で
あ
っ
た
。
四
つ
の
堤
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
中
堤
・
下
堤

が
「
高
松
の
池
」
と
呼
ば
れ
、
景
勝
地
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
地
域
は
近
代
に
入
る
と
、
盛
岡
高
等
農
林
学
校
、
盛
岡
中
学
校
、

県
立
工
業
学
校
、
盛
岡
高
等
工
業
学
校
な
ど
が
次
々
と
建
設
さ
れ
、
文

教
地
区
と
し
て
発
展
し
て
行
っ
た
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 「上田踏切」付近 

県立中央病院

岩大農学部

盛岡一高

上田中

上田小

NHK
国道４号

上盛岡駅

JR山田線

9

上田踏切
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馬
場

ば

ば

小
路

こ

う

じ

か
い
わ
い 

古
く
は
馬
場
町
と
呼
ば
れ
、
文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
に
馬
場
小

路
と
改
め
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
、
現
在
の
下
橋
中
学
校
の
場
所
に
藩
の

「
桜
之

さ
く
ら
の

馬
場

ば

ば

（
桜
馬
場
）
」
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
。
周
辺
に
は
、
馬

役
人
の
屋
敷
や
厩
な
ど
が
並
ん
で
い
た
。
元
禄
の
頃
ま
で
は
幕
府
や
諸

藩
の
馬
買
い
役
人
が
盛
岡
ま
で
来
て
、
馬
を
検
分
し
て
買
っ
て
行
っ

た
。
ま
た
、
桜
花
の
時
季
は
、
花
見
客
が
群
集
す
る
行
楽
地
に
な
っ
た
。 

 

中
津
川
が
北
上
川
に
合
流
す
る
左
岸
地
区
に
は
、
馬
場
小
路
の
ほ
か

に
川
原
小
路
、
鷹
匠
小
路
、
上
衆

か
み
し
ゅ
う

小
路
、
大
清
水
小
路
の
五
つ
の
小

路
が
あ
り
、
中
下
級
の
武
家
屋
敷
地
で
あ
っ
た
。 

 

川
原
小
路
は
、
中
の
橋
下
流
の
川
沿
い
下
の
橋
辺
り
ま
で
指
し
、 

鷹
匠
小
路
は
、
藩
御
抱
え
の
鷹
匠
の
屋
敷
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

上
衆
小
路
は
、
三
代
藩
主
南
部
重
直
の
時
代
に
上
方
か
ら
新
規
に
召

抱
え
た
侍
な
ど
を
住
ま
わ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。 

 

大
清
水
小
路
は
、
良
水
が
数
カ
所
か
ら
湧
出
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
由

来
す
る
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 馬場町５番地付近 

杜陵小

下橋中

岩手女子高

下の橋

明治橋

川原橋

10

中津川

北上川

御厩橋
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馬
う

ま

町
ま

ち 
寛
永
盛
岡
図
に
新
馬 ば

苦
労

く

ろ

う

丁
と
あ
り
、
万
治
元
（
一
六
五
八
）
年
に

新
馬

し
ん
う
ま

町 ま
ち

と
改
め
た
。
後
に
馬
町
と
改
め
、
さ
ら
に
文
化
九
（
一
八
一
二
）

年
に
馬
喰

ば
く
ろ
う

町
と
改
め
ら
れ
た
と
す
る
説
と
、
そ
の
ま
ま
馬
町
と
さ
れ
た

と
す
る
説
が
あ
る
。 

馬
の
売
買
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
由
来
。
当
町
で
は
万
治
元
年
に

馬
の
せ
り
市
が
行
わ
れ
て
お
り
、
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
、
藩
命
に

よ
り
駄
馬
の
売
買
は
当
町
の
み
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
し
た
。
当
初
、
馬

市
は
、
歳
市
と
し
て
毎
年
一
二
月
の
九
日
、
一
九
日
、
二
九
日
の
三
回

開
か
れ
て
い
た
。 

明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
、
民
部
省
養
馬
懸
出
張
所
が
設
置
さ
れ
た

が
、
産
馬
事
業
の
民
有
移
管
に
よ
り
、
同
一
四
（
一
八
八
一
）
年
、
岩

手
県
産
馬
事
務
所
が
創
立
さ
れ
た
。
同
事
務
所
が
明
治
二
三
（
一
八
九

〇
）
年
に
改
組
し
て
、
盛
岡
産
馬
畜
産
組
合
が
誕
生
す
る
。
馬
町
馬
検

場
を
中
心
と
す
る
馬
市
は
、
同
四
五
（
一
九
一
二
）
年
ま
で
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
馬
検
場
は
新
馬
町
（
現
松
尾
町
）
に
移
っ
た
。 

文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
の
町
方
再
編
成
の
と
き
に
、
馬
町
と
十
三

日
町
が
丁
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
呼
び
に
く
い
た
め
と
い
わ
れ
る
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 肴町 10番地付近 

南大通

下の橋

大慈寺小

明治橋

杜陵小

北上川

中津川

11
馬町会館
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穀
こ

く

町
ち
ょ
う

・
新
穀

し

ん

こ

く

町
ち
ょ
う 

穀
町
と
新
穀
町
は
、
城
下
南
に
位
置
す
る
惣
門
か
ら
入
っ
た
奥
州
街

道
沿
い
の
町
人
町
を
指
す
。
古
く
は
石
町

こ
く
ち
ょ
う

と
書
き
、
文
化
九
（
一
八

一
二
）
年
に
穀
町
と
改
め
ら
れ
た
う
え
、
二
つ
の
町
に
分
か
れ
た
。 

 

藩
の
御
蔵
米
払
下
げ
の
取
引
所
で
、
穀
物
商
が
多
く
居
住
し
た
こ
と

が
由
来
。 

 

穀
町
は
、
古
く
は
三
日
町
と
い
わ
れ
た
。
年
の
暮
一
二
月
の
九
、
一

九
、
二
九
日
の
三
回
、
新
山
河
岸
の
御
蔵
米
の
払
下
げ
が
行
わ
れ
た
こ

と
に
よ
る
。
穀
町
惣
門
の
桝
形

ま
す
が
た

に
は
御
番
所
が
置
か
れ
、
城
下
へ
出
入

り
す
る
人
と
物
を
取
り
調
べ
た
。
城
下
南
の
玄
関
口
と
し
て
交
通
量
が

最
も
多
く
、
取
締
り
は
厳
重
を
極
め
た
。
惣
門
は
、
朝
六
時
に
開
け
、

夕
六
時
に
閉
じ
ら
れ
た
。 

 

こ
う
し
た
立
地
事
情
か
ら
こ
の
町
に
は
旅
館
が
多
く
、
諸
国
の
商

人
、
旅
人
を
始
め
、
江
戸
後
期
に
は
蝦
夷
地

え

ぞ

ち

警
備
に
向
か
う
東
北
諸
藩

の
武
士
な
ど
も
宿
泊
し
た
。 

 

穀
町
か
ら
大
清
水
小
路
へ
抜
け
る
道
は
、
会
所
場

か
い
し
ょ
ば

横
町
と
呼
ば
れ
、

刑
事
裁
判
を
執
行
す
る
会
所
場
が
置
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

牢
屋
も
付
設
さ
れ
、
罪
人
の
処
刑
も
行
わ
れ
た
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 清水町２番地付近 

南大通

下の橋

大慈寺小

明治橋

杜陵小

北上川

中津川

12
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鉈
屋

な

た

や

町
ち
ょ
う 

京
都
の
富
豪
鉈
屋
長
清
が
当
地
に
来
て
、
釶
屋
山

し
ゃ
お
く
さ
ん

菩
提
院
と
い
う
寺

を
建
立
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
菩
提
院
は
後
に
内
加
賀
野
に
移
さ
れ

た
た
め
、
昔
は
こ
の
寺
院
の
前
も
鉈
屋
町
と
称
し
、
二
つ
の
鉈
屋
町
が

存
在
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
に
改
め
ら
れ

て
、
当
地
を
鉈
屋
町
と
し
て
城
下
の
一
町
と
し
た
。 

当
町
の
西
側
に
水 か

主 こ

町
が
あ
り
、
文
化
年
間
に
用
水
桶
を
町
内
に
設

け
る
藩
命
が
あ
っ
た
時
に
は
、
水
主
町
の
ほ
か
当
町
か
ら
上
小
路

う
わ
こ
う
じ

の
曲

り
角
で
中
野
村
枝
村
十
文
字
を
も
含
め
て
鉈
屋
町
と
い
っ
た
。 

水
主
町
は
、
北
上
川
の
舟
運
に
従
事
す
る
船
頭
な
ど
の
住
む
町
で
、

新
山
舟
橋
を
管
理
す
る
役
目
も
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
藩
主
の
飼
っ
て

い
た
鶴
の
餌
に
す
る
川
魚
を
捕
る
仕
事
な
ど
も
し
て
お
り
、
小
禄
で
あ

る
が
、
藩
か
ら
扶
持
を
得
て
い
た
。 

ま
た
、
当
地
は
江
戸
時
代
か
ら
良
質
の
湧
水
が
豊
富
な
地
域
で
、

酒
・
味
噌
・
醤
油
な
ど
の
醸
造
業
が
盛
ん
だ
っ
た
。
そ
れ
を
今
日
伝
え

る
大
慈
清
水
、
青
龍
水
は
盛
岡
三
清
水
に
数
え
ら
れ
、
平
成
の
名
水
百

選
に
選
ば
れ
て
い
る
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 鉈屋町 10番地付近 

南大通

明治橋

大慈寺小

北上川

木津屋本店

13
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仙
北
町

せ

ん

ぼ

く

ち

ょ

う

・
青
物

あ

お

も

の

町
ち
ょ
う 

仙
北
町
は
、
江
戸
初
期
に
、
二
代
藩
主
南
部
利
直
が
奥
州
街
道
の
南

口
に
出
羽
国
仙
北
郡
の
出
身
者
を
住
ま
わ
せ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と

い
う
。 

当
町
は
紫
波
郡
の
穀
倉
地
帯
に
近
く
、
米
の
集
散
や
農
民
相
手
の
商

工
業
に
よ
っ
て
発
展
し
た
。 

延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
に
新
山
舟
橋
が
架
せ
ら
れ
る
と
、
洪
水
で

舟
橋
を
は
ず
す
時
は
、
当
町
側
の
水 か

主 こ

が
橋
の
中
程
か
ら
南
を
担
当

し
、
北
側
は
鉈
屋
町
側
の
水
主
が
担
当
し
た
。 

舟
橋
の
橋
詰
か
ら
下
る
辺
り
を
千
日
川
原
と
称
し
、
元
禄
飢
饉
の
死

者
を
供
養
す
る
千
日
堂
不
退
院
（
虚
空
蔵

こ

く

ぞ

う

さ
ん
）
の
建
立
に
由
来
。 

青
物
町
は
、
古
く
は
仙
北
町
新
小
路
と
い
い
、
文
化
九
（
一
八
一
二
）

年
に
青
物
町
と
改
め
ら
れ
た
。
城
下
で
消
費
す
る
野
菜
・
種
物
・
粉
な

ん
ば
ん
な
ど
の
産
地
で
、
こ
れ
ら
を
扱
う
商
店
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と

に
由
来
す
る
。 

青
物
町
の
北
西
に
あ
る
七
軒
町

し
ち
け
ん
ち
ょ
う

は
、
駒
形
神
社
の
門
前
町
で
、
当

初
の
家
数
が
七
軒
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
。
頭
人
は
御
駒
太
夫
と
称
し
、

太
神
楽
な
ど
の
神
事
芸
能
を
伝
承
し
た
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 「徳清」付近 

明治橋

徳清

北上川

JR東北本線

14

長松寺
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平
山

ひ

ら

や

ま

小
路

こ

う

じ

・
帷
子

か

た

び

ら

小
路

こ

う

じ

・
新
山

し

ん

ざ

ん

小
路

こ

う

じ 
江
戸
初
期
に
は
北
上
川
の
遊
水
池
で
あ
る
大
沼
に
面
し
た
湿
潤
の

土
地
で
あ
っ
た
が
、
上
田
堤
と
北
上
川
切
り
替
え
の
工
事
に
よ
っ
て
水

源
が
絶
た
れ
、
耕
地
に
変
っ
た
。 

新
山
小
路
は
、
寛
永
三
（
一
六
二
六
）
年
に
二
代
藩
主
南
部
利
直
が

建
立
し
た
新
山
堂
と
称
す
る
岩 が

ん

鷲
山

じ
ゅ
さ
ん

大
権
現
の
遥
拝
所
が
あ
っ
た
こ

と
に
由
来
す
る
。
岩
手
山
麓
に
あ
る
本
山
の
岩
手
山
神
社
に
対
し
て
、

新
し
く
神
霊
を
勧
請
し
て
祀
っ
た
神
社
と
い
う
意
味
で
新
山
堂
と
い

っ
た
。 

平
山
小
路
は
元
禄
年
間
に
平
山
伝
右
衛
門
が
町
割
を
し
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
。 

ま
た
、
帷
子
小
路
も
貞
享
年
中
に
帷
子
多
左
衛
門
が
町
割
を
し
た
こ

と
に
由
来
す
る
。 

こ
の
三
小
路
に
住
ん
だ
侍
は
、
ほ
と
ん
ど
五
十
石
内
外
の
中
下
級
の

武
士
で
あ
っ
た
。 

明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
六
月
四
日
か
ら
二
四
日
ま
で
の
二
〇
日

間
、
石
川
啄
木
が
妻
節
子
と
居
住
し
た
啄
木
新
婚
の
家
も
、
こ
う
し
た

武
家
屋
敷
の
一
つ
で
あ
り
、
現
在
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 「啄木新婚の家」付近 

、 

、 

、 

15

旭橋

中央児童公園

中央通

本町通

北上川

桜城小

盛岡中央郵便局啄木新婚の家、
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加
賀

か

が

野 の 
加
賀
と
い
う
有
徳
の
百
姓
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
由
来
と
い
わ
れ

る
が
、
柳
田
国
男
「
地
名
の
研
究
」
の
芝
原
・
草
原
を
意
味
す
る
「
カ

ガ
」
が
由
来
と
考
え
ら
れ
る
。
中
津
川
か
ら
引
水
し
た
桜
川
を
堰
と
な

し
、
水
田
地
帯
に
な
っ
た
。 

天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
以
前
か
ら
内
加
賀
野
小
路
と
外
加
賀
野
小

路
に
分
か
れ
、
そ
の
境
は
外
堀
で
あ
っ
た
。
境
に
は
内
加
賀
野
御
門
（
加

賀
野
惣
門
）
が
置
か
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
は
侍
町
で
、
お
も
に
御
徒

お

か

ち

と
呼
ば
れ
る
下
級
武
士
が
住
ん
で
い
た
。 

中
津
川
沿
い
に
は
加
賀
野
裏
小
路
が
造
成
さ
れ
、
明
治
以
降
は

磧
か
わ
ら

町
と
な
り
、
石
川
啄
木
の
「
小
天
地

し
ょ
う
て
ん
ち

」
が
発
行
さ
れ
た
の
は
、
こ
こ
の

武
家
屋
敷
の
一
つ
で
あ
っ
た
。 

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
の
市
制
施
行
の
際
に
は
、
加
賀
野
新
小

路
の
一
部
、
内
加
賀
野
小
路
は
大
字

お
お
あ
ざ

志
家
に
含
ま
れ
、
外
加
賀
野
一
体

は
、
大
字
加
賀
野
と
さ
れ
た
。 

大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
、
加
賀
野
耕
地
整
理
組
合
が
設
立
さ
れ
、

約
一
〇
万
坪
の
住
宅
街
を
造
成
し
た
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 加賀野一丁目 11番地付近 

県民会館

16

上の橋

東大橋

岩大附属小

川留稲荷神社富士見橋

城南小

盛岡二高

中津川

国道４号

、 
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大
沢

お

お

さ

わ

川
原

か

わ

ら

小
路

こ

う

じ 
大
沢
川
原
の
地
名
は
古
く
か
ら
あ
り
、
藩
主
が
し
ば
し
ば
鷹
狩
り
を

し
た
時
代
も
あ
っ
た
。 

江
戸
前
期
ま
で
は
北
上
川
の
本
流
が
現
在
の
開
運
橋
通
・
大
通
・
産

業
会
館
前
を
流
れ
、
洪
水
の
被
害
に
度
々
見
舞
わ
れ
た
。 

延
宝
元
（
一
六
七
三
）
年
に
北
上
川
を
切
り
替
え
る
大
工
事
に
着
手
、

材
木
町
裏
か
ら
中
津
川
河
口
を
経
て
、
新
山
舟
橋
の
辺
り
ま
で
、
約
二

一
町
（
約
二
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
間
に
高
さ
五
間
（
約
九
メ
ー
ト
ル
）

の
土
手
を
築
い
た
。
中
津
川
の
河
口
以
北
を
新
土
手
と
呼
び
、
文
化
年

間
に
新
築
地

し
ん
ち
く
ち

と
改
め
た
。
こ
の
新
土
手
が
で
き
て
か
ら
二
〇
年
経
っ
て

も
、
荒
涼
た
る
川
原
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
沢
川
原
の
名
が
一
般
的

に
な
っ
た
。
な
お
、
中
津
川
の
河
口
以
南
の
土
手
は
杉
土
手
と
い
っ
た
。 

元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年
、
新
屋
敷
を
希
望
す
る
諸
士
に
こ
の
地
を

与
え
、
町
割
を
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
表
大
沢
川
原
小
路
と
裏
大
沢
川

原
小
路
で
あ
る
。
両
町
は
明
治
初
年
に
合
併
し
て
大
沢
川
原
小
路
と
な

っ
た
。 

旧
北
上
川
の
西
北
河
岸
に
盛
岡
城
で
使
う
菜
園
が
あ
り
、
御
菜
園
前

や
御
菜
園
御
門
前
川
原
と
い
う
地
名
も
あ
っ
た
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 「下の橋」付近 

不来方橋

開運橋

下橋中

大通

岩手女子高

下の橋

旧宣教師館
17

川原橋

御厩橋

中津川

北上川
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八
日
町

よ

う

か

ち

ょ

う

・
四
ツ
家
町

よ

つ

や

ち

ょ

う 
八
日
町
は
、
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
に
本
町
と
改
名
さ
れ
た
京
町

の
西
隣
り
で
、
本
町
は
毎
月
二
八
日
、
こ
の
町
は
八
日
が
市
日
で
あ
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
。 

八
日
町
の
北
に
四
ツ
家
町
が
あ
り
、
上
田
へ
の
出
口
、
赤
川
橋
の
手

前
に
、
外
堀
に
か
か
る
四
ツ
家
御
門
が
あ
り
、
盛
岡
城
下
を
通
る
奥
州

街
道
の
北
の
玄
関
口
に
当
た
っ
て
い
た
。
ま
た
こ
の
付
近
に
は
、
北
に

入
る
袋
丁
が
あ
り
、
谷
小
路
と
い
う
侍
町
が
あ
っ
た
。 

四
ツ
家
町
の
由
来
は
、
町
割
に
際
し
四
軒
の
家
を
初
め
に
建
て
た
こ

と
に
よ
る
と
い
う
。
ま
た
、
四
ツ
家
御
門
に
至
る
通
り
を
大
四
ツ
家
と

も
い
っ
た
。 

「
田
中
の
地
蔵
さ
ん
」
の
名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
四
ツ
家
の
地
蔵
尊

は
、
五
代
藩
主
南
部
行
信
の
母
堂
の
遺
骸
を
荼
毘

だ

び

に
付
し
た
火
屋

ほ

や

の
跡

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
以
前
は
東
禅
寺
門
前
の
田
圃
の
中
に
あ
っ
た

こ
と
に
由
来
す
る
。
現
在
地
に
遷
座
さ
れ
た
の
は
、
大
正
元
（
一
九
一

二
）
年
で
あ
る
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 「四ツ家教会」付近 

中央通

盛岡税務署

仁王小

盛岡地方裁判所

盛岡中央郵便局

本町通

県庁

国道455号

18四ツ家教会
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呉
服

ご

ふ

く

町
ち
ょ
う

・
六
日
町

む

い

か

ち

ょ

う 
呉
服
町
は
初
め
新
町
や
中
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
文
化
九
（
一
八

一
二
）
年
に
改
称
さ
れ
た
。
現
岩
手
銀
行
中
ノ
橋
支
店
前
に
は
、
藩
の

高
札
場
「
札 ふ

だ

の
辻 つ

じ

」
が
あ
っ
た
。 

呉
服
町
に
は
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
の
「
南
部
家
御
用
金
被
仰
付

人
員
」
番
付
に
よ
れ
ば
、
西
方
大
関
、
小
野
組
最
大
の
支
店
で
あ
っ
た

井
筒
屋
善
八
郎
を
筆
頭
に
渋
谷
善
兵
衛
（
味
噌
醤
油
・
呉
服
）
、
近
江

屋
治
郎
兵
衛
（
呉
服
）
、
井
筒
屋
徳
十
郎
（
酒
屋
）
、
近
江
屋
市
左
衛
門

（
酒
屋
）
、
近
江
屋
善
六
（
質
屋
）、
近
江
屋
覚
兵
衛
（
呉
服
）
等
の
豪

商
が
軒
を
並
べ
、
城
下
の
上
方
商
業
の
中
心
地
を
形
成
し
て
い
た
。 

近
代
に
入
り
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
呉
服
町
か
い
わ
い
に
銀
行
が

集
中
し
、
銀
行
街
の
様
相
を
呈
し
た
の
も
、
江
戸
時
代
の
歴
史
に
負
う

と
こ
ろ
が
大
き
い
。 

六
日
町
は
、
呉
服
町
と
上
衆

か
み
し
ゅ
う

小
路
の
間
で
、
毎
月
六
・
十
六
日
が

市
日
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
。
こ
こ
に
は
木
津
屋
権
治
（
醤
油
）
、
油

屋
孫
六
（
油
屋
）
等
の
店
が
あ
っ
た
。 

六
日
町
に
は
公
儀
役
人
や
他
藩
の
藩
主
・
重
役
な
ど
を
宿
泊
さ
せ
る

御
仮
屋

お

か

り

や

が
設
け
ら
れ
、
「
藩
の
迎
賓
館
」
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 「市役所肴町分庁舎」付近 

中の橋

南大通

下の橋

杜陵小

盛岡バスセンター

プラザおでって

19中津川

啄木・賢治青春館

市役所肴町分庁舎

、
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山
岸
町

や
ま
ぎ
し
ち
ょ
う

・
御
弓
町

お

ゆ

み

ち

ょ

う 
山
岸
町
は
野
田
街
道
沿
い
に
で
き
た
町
で
、
文
化
九
（
一
八
一
二
）

年
に
山
岸
丁
と
な
っ
た
。
山
岸
町
の
先
に
は
、
寛
文
九
（
一
六
六
九
）

年
に
御
弓
組
が
新
規
に
召
抱
え
ら
れ
、
足
軽
同
心
町
の
御
弓
町
が
で
き

た
。
枡
形

ま
す
が
た

が
あ
り
、
盛
岡
城
下
北
東
口
の
警
備
の
関
門
で
あ
っ
た
。 

山
岸
真
綿
の
産
地
で
養
蚕
業
の
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
は
、
同
町
の
阿
弥

陀
堂
跡
地
に
遺
さ
れ
て
あ
る
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
建
立
の
蚕
供
養

塔
が
物
語
る
。 

山
岸
町
は
、
遠
く
閉
伊
地
方
か
ら
海
産
物
、
塩
、
鉄
を
牛
馬
で
運
ん

で
来
る
「
塩
の
道
」
「
鉄
の
道
」
と
呼
ば
れ
た
野
田
街
道
筋
の
町
と
し

て
栄
え
た
。 

宝
珠
盛
岡
山
永
福
寺
は
、
盛
岡
城
か
ら
東
北
の
鬼
門
に
当
た
る
南
部

家
の
祈
願
寺
で
、
盛
岡
五
箇
寺
の
一
つ
で
あ
っ
た
。 

秋
の
八
幡
宮
例
大
祭
に
は
山
岸
獅
子
踊
が
神
輿
行
列
の
露
払
い
役

を
担
っ
て
い
る
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 「山岸小学校」付近 

山岸小

中央公民館

東大橋

山賀橋

中津川橋

20

中津川

国道４号

JR山田線
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材
木

ざ

い

も

く

町
ち
ょ
う

・
茅

か

や

町
ち
ょ
う 

材
木
町
は
、
古
く
は
岩
手
町
と
い
っ
た
が
、
承
応
四
（
一
六
五
五
）

年
に
材
木
町
と
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
柾 こ

ば

町
と
呼
ん
だ
時
代
も
あ
っ

た
が
、
文
化
年
間
に
な
っ
て
材
木
町
と
定
め
ら
れ
た
。 

北
上
川
の
春
木
場
が
対
岸
の
木
伏

き
つ
ぷ
し

に
あ
り
、
材
木
商
が
盛
ん
だ
っ
た

こ
と
に
由
来
。
ま
た
、
当
地
か
ら
岩
手
山
が
よ
く
見
え
た
た
め
、
あ
る

い
は
岩
手
郡
各
村
か
ら
の
移
住
者
が
多
か
っ
た
た
め
、
岩
手
町
と
称
し

た
と
も
い
う
。 

材
木
町
に
続
く
北
の
町
並
み
を
古
く
は
久
慈
町
と
呼
ん
で
い
た
が
、

文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
に
茅
町
と
改
め
ら
れ
、
萱
町
と
も
書
い
た
。

久
慈
町
と
称
し
た
の
は
、
久
慈
方
面
か
ら
の
移
住
者
が
多
か
っ
た
た
め

と
い
う
。
盛
岡
二
十
三
町
の
最
西
端
に
あ
た
り
、
茅
町
側
の
夕
顔
瀬
橋

の
た
も
と
に
は
夕
顔
瀬
惣
門
が
置
か
れ
、
秋
田
・
鹿
角
街
道
口
の
番
所

の
役
割
を
担
っ
て
い
た
。 

夕
顔
瀬
橋
は
、
洪
水
の
度
に
流
失
し
た
の
で
、
明
和
二
（
一
七
六
五
）

年
に
北
上
川
の
中
に
大
き
な
石
で
中
島
を
築
き
、
橋
桁
を
高
く
し
て
架

橋
し
た
も
の
で
、
関
東
以
北
に
こ
れ
に
匹
敵
す
る
橋
が
な
い
と
い
わ
れ

た
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 材木町３番地付近 

北上川

JR山田線

中央通

桜城小

本町通

夕顔瀬橋

旭橋

中央児童公園

岩手高

河北小

21

長田町地区コミュニティ消防センター

啄木新婚の家、
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長
な

が

町
ま

ち 
長
町
と
は
、
城
下
の
町
々
の
う
ち
で
最
も
長
い
町
並
み
か
ら
付
け
ら

れ
た
と
い
う
。
文
化
年
間
に
は
長
イ
町
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

材
木
町
か
ら
上
田
に
通
じ
る
南
北
に
走
る
道
筋
で
、
長
町
か
ら
上
田

に
出
る
坂
を
駆
上

か
け
あ
が

り
坂
と
称
し
た
。 

寛
政
一
一
（
一
七
九
九
）
年
、
長
町
の
若
者
二
五
人
が
火
消
し
組
を

藩
庁
に
願
い
出
て
、
許
可
さ
れ
た
。
こ
れ
が
盛
岡
の
町
方
火
消
し
の
始

ま
り
で
あ
る
。
馬
町
の
一
番
組
、
油
町
の
二
番
組
と
並
ん
で
三
番
組
と

な
っ
た
。 

ま
た
、
町
の
西
、
梨
木
町
と
の
間
の
田
圃
の
中
に
聖
寿
寺
末
の
明
宜

み
ょ
う
ぎ

庵 あ
ん

と
い
う
庵
寺
が
あ
っ
た
が
、
戦
後
に
廃
寺
と
な
り
、
現
在
は
聖
光
保

育
園
の
敷
地
に
な
っ
て
い
る
。 

長
町
の
東
側
の
中
程
に
、
未
決
の
犯
罪
人
を
入
れ
る
揚
屋

あ
が
り
や

と
い
う
牢

屋
が
あ
っ
た
。
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
に
四
人
の
囚
人
が
土
台
下
を

掘
っ
て
脱
獄
す
る
事
件
が
起
き
て
い
る
。
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
に

は
三
閉
伊
百
姓
一
揆
の
指
導
者
三
浦
命
助
が
牢
死
し
て
い
る
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 長田町 10番地付近 

JR山田線

中央通

桜城小

盛岡税務署

旭橋

中央児童公園

本町通

北上川

岩手高

河北小

長田町地区コミュニティ消防センター22

啄木新婚の家、
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下
小
路

し

た

こ

う

じ 

 

下
小
路
の
名
は
、
愛
宕
山
の
下
に
あ
る
侍
町
の
小
路
か
ら
付
け
ら
れ

た
。
こ
こ
の
武
家
屋
敷
は
間
口
が
狭
く
、
下
級
武
士
の
屋
敷
町
だ
っ
た
。 

 

愛
宕
山
は
盛
岡
城
下
を
一
望
で
き
る
景
勝
地
で
、
城
の
東
北
の
鬼
門

に
当
た
る
た
め
、
三
代
藩
主
南
部
重
直
の
時
代
に
法
輪
院
広
福
寺
が
建

て
ら
れ
、
城
下
の
鎮
護
と
し
た
。
ほ
ぼ
全
山
に
寺
社
が
あ
っ
た
が
、
明

治
維
新
の
廃
仏
毀
釈
運
動
に
よ
っ
て
衰
退
し
、
現
在
は
往
時
を
偲
ぶ
遺

跡
な
ど
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
黒
田
騒
動
で
盛
岡
へ
配
流
と
な
り
客
死

し
た
栗
山
大
膳
と
大
吉
父
子
の
墓
が
、
愛
宕
山
中
腹
の
法
輪
院
跡
に
残

っ
て
い
る
。 

 

下
小
路
の
西
側
の
中
程
に
位
置
す
る
現
盛
岡
市
中
央
公
民
館
の
場

所
は
、
四
代
藩
主
南
部
重
信
の
時
代
に
城
中
の
薬
草
を
栽
培
す
る
御
薬

園
と
し
て
造
ら
れ
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
御
殿
、
御
茶
屋
、
能
舞

台
、
庭
園
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
下
小
路
御
屋
敷
と
称
し
藩
主
遊
歩
の
地

と
し
た
。
明
治
維
新
の
混
乱
に
よ
っ
て
、
建
物
や
庭
園
は
取
り
壊
さ
れ
、

一
時
荒
廃
し
た
が
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
南
部
伯
爵
家
別
邸

が
新
築
さ
れ
た
。
戦
後
、
別
邸
を
譲
り
受
け
て
、
昭
和
三
三
（
一
九
五

八
）
年
に
盛
岡
市
公
民
館
が
設
置
さ
れ
た
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 「中央公民館」 

川留稲荷神社

中央公民館

東大橋

山賀橋

上の橋

富士見橋

中津川

下小路中

23

国道４号
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葺
手
町

ふ

く

で

ち

ょ

う 

 

町
名
は
、
屋
根
葺
職
人
が
住
む
町
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
。
初
め
屋

根
葺
町
と
呼
ば
れ
た
が
、
明
暦
元
（
一
六
五
五
）
年
に
葺
手
町
と
改
め

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
葛 く

ず

右
衛
門
町
や
吹
手
町
と
も
呼
ば
れ
た
。
葛
右
衛

門
と
は
藩
の
屋
根
葺
棟
梁
で
、
盛
岡
で
は
茅
葺
き
屋
根
を
葛
屋
根
と
呼

ん
だ
。
な
お
、
藩
が
町
家
に
初
め
て
瓦
葺
を
許
可
し
た
の
は
、
寛
保
元

（
一
七
四
一
）
年
で
あ
っ
た
。
葺
手
町
の
東
裏
は
外
堀
が
通
り
、
堀
の

向
か
い
に
は
藩
庁
の
走
り
使
い
を
す
る
小
者
の
住
む
小
人

こ

び

と

町
ち
ょ
う

が
あ
っ

た
。 

 

葺
手
町
と
紺
屋
町
と
の
間
に
斗 と

っ

米
山

こ
べ
や
ま

と
い
う
大
石
が
あ
り
、
古
く
は

こ
の
辺
り
を
斗
米
と
い
っ
た
。
紺
屋
町
か
ら
当
町
へ
出
る
横
町
を
愛
染

あ
い
ぜ
ん

横
町
と
称
し
た
。
町
人
や
牛
馬
曳
き
は
現
岩
手
銀
行
中
ノ
橋
支
店
前
に

あ
っ
た
高
札
場
「
札 ふ

だ

の
辻 つ

じ

」
を
敬
遠
し
て
こ
こ
を
通
っ
た
と
い
う
。 

 

愛
染
横
町
は
、
地
内
に
愛
染
明
王
像
を
有
す
る
宝
林
山
愛
染
院
に
由

来
す
る
名
前
で
、
明
王
像
は
後
に
愛
染
院
が
廃
寺
と
な
っ
て
か
ら
斗 と

米
山

ま
い
さ
ん

長
福
院
に
移
さ
れ
た
。
古
謡
に
「
斗 と

っ

米 こ
べ

寅
子

と

ら

こ

に
、
馬
場

ば

ば

松
子

ま

つ

こ

、
石
間

い
し
あ
い

亀
子

か

め

こ

に
騙
さ
れ
な
」
と
詠
わ
れ
、
宮
沢
賢
治
作
品
『
と
っ
こ
べ
と
ら
子
』

の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 中ノ橋通一丁目４番地付近 

県公会堂

市役所

中の橋

盛岡バスセンタープラザおでって

城南小

盛岡二高

上の橋

県民会館

与の字橋

24

中津川
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肴
さ
か
な

町
ち
ょ
う

・
生
姜

し

ょ

う

が

町
ち
ょ
う 

 

肴
町
は
、
当
初
、
鮮
魚
や
乾
物
を
扱
う
魚
商
人
や
荒
物
商
人
が
住
む

町
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
。
肴
町
と
荒
町
の
二
町
立
て
の
時
代
も
あ
っ

た
。
当
町
の
東
は
外
堀
で
、
生
姜
町
（
煙
草
町
）
と
の
間
に
は
土
橋
が

あ
り
、
肴
町
御
門
が
あ
っ
た
。
奥
州
街
道
は
呉
服
町
を
通
っ
て
お
り
、

当
町
は
本
街
道
の
側
町
に
当
た
っ
て
い
た
。 

 

当
町
に
は
万
治
二
（
一
六
五
九
）
年
か
ら
藩
の
御
釜
師
初
代
小
泉
仁

左
衛
門
が
居
住
し
た
ほ
か
商
家
が
多
く
、
城
下
河
南
の
扇
の
か
な
め
的

位
置
に
あ
っ
て
栄
え
た
町
で
あ
る
。 

 

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
の
天
皇
巡
幸
の
際
、
餌
差
小
路
と
の
間
に

御
幸

み

ゆ

き

新
道

し
ん
ど
う

が
造
ら
れ
、
行 あ

ん

在
所

ざ
い
し
ょ

と
な
っ
た
菊
池
金
吾
邸
は
、
明
治
天
皇

よ
り
二
度
稚
松
を
賜
り
後
に
賜 し

松
園

し
ょ
う
え
ん

と
呼
ば
れ
た
。
現
在
は
、
盛
岡

市
杜
陵
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
建
っ
て
い
る
。 

 

生
姜
町
は
、
た
ば
こ
切
り
職
人
が
い
た
た
め
煙
草
町
と
呼
ば
れ
て
い

た
が
、
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
に
神
明
社
が
置
か
れ
、
宝
暦
二
（
一

七
五
二
）
年
以
後
は
神
明
町
と
な
り
、
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
に
生

姜
町
と
改
め
ら
れ
た
。
神
明
社
の
祭
日
九
月
一
五
日
に
付
近
で
生
姜
を

売
る
習
俗
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 肴町５番地付近 

中の橋

南大通

下の橋

杜陵小

盛岡バスセンター

プラザおでって

25

中津川

杜陵老人福祉センター
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八
幡
町

は
ち
ま
ん
ち
ょ
う

・
片

か

た

原
は

ら 

 

八
幡
町
の
町
名
は
、
八
幡
宮
の
社
殿
造
営
に
伴
い
、
宝
暦
八
（
一
七

五
八
）
年
に
社
前
の
水
田
を
埋
め
立
て
参
道
が
造
ら
れ
、
鳥
居
町
（
門

前
町
）
と
し
て
町
割
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。 

 

片
原
は
、
八
幡
町
に
直
交
す
る
片
側
だ
け
の
町
並
を
片
原
町
と
い
っ

た
こ
と
に
由
来
。
同
町
は
下
厨
川
村
の
夕
顔
瀬
片
原
と
区
別
す
る
た
め

八
幡
片
原
町
と
も
い
っ
た
。 

 

延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
八
月
に
八
幡
宮
の
最
初
の
御
輿
渡
御
が
行

わ
れ
、
三
日
三
夜
の
祭
典
が
あ
っ
た
。
翌
八
年
か
ら
流
鏑
馬

や

ぶ

さ

め

を
奉
納
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
八
幡
宮
例
祭
に
城
下
二
三
町
か
ら
山
車
な
ど
練
り

物
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
宝
永
六
（
一
七
〇
九
）
年
か
ら
で
あ

る
。
八
月
一
日
か
ら
一
六
日
の
祭
礼
中
は
隔
日
で
市
が
立
ち
、
他
の
町

の
市
を
禁
じ
た
。 

 

八
幡
町
は
宝
永
の
頃
か
ら
茶
屋
な
ど
飲
食
店
を
中
心
と
す
る
歓
楽

街
と
し
て
発
展
。
明
治
以
後
は
、
花
柳
界

か
り
ゅ
う
か
い

と
し
て
繁
盛
し
た
。
幡
街

ば
ん
が
い

と

呼
ば
れ
、
幡
街
芸
者
は
芸
事
の
修
練
で
も
本
町
の
本
街

ほ
ん
が
い

芸
者
と
互
い
に

競
い
合
っ
た
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 八幡町９番地付近 

盛岡バスセンター

杜陵老人福祉センター

盛岡八幡宮

国道106号

らかん児童公園

国道４号

盛岡劇場

26

南大通
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餌
差

え

さ

し

小
路

こ

う

じ

・
十
三
日

じ
ゅ
う
さ
ん
に
ち

町
ま

ち 

 

餌
差
小
路
は
、
文
字
通
り
御
餌
差
が
住
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
。
鷹

の
餌
に
す
る
小
鳥
を
捕
獲
・
飼
育
す
る
微
禄
の
者
が
住
ん
で
い
た
。 

 

鷹
匠
小
路
に
は
、
藩
主
が
鷹
狩
り
に
使
う
鷹
を
調
教
す
る
鷹
匠
が
住

ん
で
い
た
。
こ
の
鷹
の
必
要
な
餌
を
調
達
す
る
の
が
、
御
餌
差
の
役
で

あ
っ
た
。 

 

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
の
明
治
天
皇
巡
幸
に
際
し
菊
池
金
吾
邸
が

行 あ
ん

在
所

ざ
い
し
ょ

と
な
っ
た
た
め
、
新
た
に
肴
町
方
面
か
ら
通
じ
る
道
が
造
ら

れ
、
御
幸

み

ゆ

き

新
道

し
ん
ど
う

と
呼
ば
れ
た
。
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
に
も
行
在

所
と
さ
れ
、
庭
前
の
松
を
見
馴
れ
松
と
命
名
さ
れ
た
が
、
明
治
一
七
（
一

八
八
四
）
年
の
盛
岡
大
火
で
こ
の
松
も
焼
失
し
、
同
一
九
（
一
八
八
六
）

年
に
松
樹
を
下
賜
さ
れ
て
植
え
た
こ
と
か
ら
、
賜 し

松
園

し
ょ
う
え
ん

と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
。
現
在
は
盛
岡
市
杜
陵
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い

る
。 

 

十
三
日
町
と
は
、
毎
月
一
三
日
が
市
日
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
。
新

山
舟
橋
・
穀
町
惣
門
・
馬
町
に
近
く
、
旅
人
の
出
入
り
が
多
く
、
宿
屋

が
繁
昌
し
た
。 

 

十
三
日
町
に
近
い
外
堀
の
上
に
は
鐘
楼
が
立
ち
、
城
下
河
北
に
時
を

知
ら
せ
る
「
三
戸
町
の
時
鐘
」
と
並
ぶ
城
下
河
南
の
時
鐘
が
あ
っ
た
。 

                      

（昭和 54(1979)年） 

（平成 21(2009)年） 「盛岡ホットライン肴町郵便局」付近 

杜陵老人福祉センター

中の橋

南大通

下の橋

杜陵小

プラザおでって

盛岡バスセンター

27

中津川

盛岡ホットライン肴町郵便局
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あ
と
が
き 

 

昭
和
五
十
四
年
に
「
あ
す
を
築
く
盛
岡
市
民
運
動
実
践
協
議
会
」
が
発
行
（
編
集 

盛
岡
市
）
し
た
「
城
下
盛
岡
町
名
由
来
記
」。 

昭
和
五
十
二
、
五
十
三
年
に
調
査
団
（
団
長 

吉
岡
誠
氏
）
に
委
託
し
て
実
施
し
た
前
回
調
査
か
ら
三
十
年
余
り
が
経
過
し
た
こ
と
も
あ
り
、

市
は
、
平
成
二
十
年
度
に
盛
岡
歴
史
研
究
所
（
代
表 

高
橋
清
明
氏
）
に
委
託
し
て
、
説
明
文
に
係
る
再
調
査
を
行
い
、
全
面
的
に
改
訂
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
回
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
盛
岡
市
環
境
基
本
条
例
及
び
盛
岡
市
自
然
環
境
及
び
歴
史
的
環
境
保
全
条
例
に
基
づ
き
設
置
し
て
い

る
盛
岡
市
環
境
審
議
会
の
専
門
委
員
と
し
て
、
森
ノ
ブ
氏
、
佐
々
木
和
夫
氏
、
神
山
仁
氏
の
三
名
を
委
嘱
し
て
、
平
成
二
十
一
年
度
に
監
修
作
業

を
行
っ
た
も
の
で
す
。 

特
に
、
再
調
査
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
高
橋
清
明
氏
に
つ
い
て
は
、
説
明
文
に
係
る
字
数
制
限
等
が
あ
る
中
で
、
平
易
簡
明
な
表
現

に
す
る
な
ど
の
配
慮
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
監
修
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
森
ノ
ブ
氏
、
佐
々
木
和
夫
氏
、
神
山
仁
氏
に
つ
い

て
も
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
献
身
的
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

れ
ら
の
関
係
者
の
方
々
に
改
め
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

平
成
二
十
二
年
二
月 

 

盛
岡
市
環
境
部
環
境
企
画
課 

 

 


